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　ホームの玄関を開けると、「姉さん、外は寒かったろうが。ここへ来て座りんせぇ〜」と、優しい言葉
をかけ、手招きをして下さる毎日の光景。自分の事よりも、まず私たちを気遣って下さいます。御年百歳。
好きな食べ物は「刺身」、長生きの秘訣は「ぎょうさん食べる事」。９月にはご家族の方も一緒にバス旅行
でとっとり花回廊へ出かけました。走行距離248キロの長旅もへっちゃら。まだまだ若い人には負けませ
ん。これからもたくさんの笑顔を見せてくださいね。
� グループホームやすらぎ荘　　中　井　　　愛
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●美作地区〔カテゴリー：社会保障福祉制度及び生活支援領域〕
　6月4日津山市総合福祉会館にて講師は、岡山市社

会福祉協議会の船場恵理子氏をお迎えし「成年後見

制度について」の研修会が行われました。この制度

について、時に事例を交えてのわかりやすい説明で

した。ご自身が何故、この仕事に就かれたかもお話

して下さり、内容濃い2時間でした。

� （美作地区：小林）

6月26日新見地区研修会の様子

●新見地区〔カテゴリー：倫理人権〕
　過日平成22年6月26日（土）

15：30〜17：00、新見市総合

福祉センター大会議室にて、

講師に新見公立短期大学　池

田　明子氏をお呼びし、初任者

研修会『介護福祉士に求められ

る職業倫理』を開催しました。

　参加者31名とたくさんご参加頂きました。

� （事務局）

6月4日美作地区研修会の様子
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●真庭地区〔カテゴリー：スキルアップ・自己管理〕
　7月23日、久世エスパスランド研修室に於いて、

旭川荘厚生専門学院　学院長代理で医療福祉学博

士・臨床心理士でもある　松本好生氏をお迎えして

「職場でストレスをためこまないための自己管理」と

題して初任者研修会が行われました。

　心を健康に保つには、まず「ストレスを理解し、

自分と相手を知ることから始める。ストレスは人生

のスパイス」であるとのことで、上手に付き合いな

がら心身共に健康に過ごす方法を実技や体験を交え

ながら教えて頂きました。参加者は少人数でしたが、

有意義に楽しみながら研修会を終えました。

� （真庭地区：山根）

今後の地区開催初任者研修

地区 カテゴリー テーマ 日時 会場 講師

岡山
医療領域
（身体・精神両面で医療知識に関
すること）

高齢者に多い疾患と
介護のポイント

平成22年11月20日
旭川荘
研修センター
よしい川

藤森　保枝

倉敷
認知症関連領域
（認知症の理解・ケアに関すること）

未定（分かり次第ホームページにて掲載）

東備

障害福祉（各種リハビリ関係も含
む）領域
（障害者制度・ケア・障害別の介
護方法の理解に関すること）

障害福祉領域 平成23年2月頃
未定（分かり次第ホーム
ページにて掲載）

井笠

介護技術領域
（新しい介護技術の習得、介護方
法の見直しなど、実際的な身体介
護技術に関すること）

移乗・移動について 平成22年11月25日
笠岡市
認知症介護
研修センター

作業療法士
箱田　歳正

その他地区は終了

7月23日真庭地区研修会の様子
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“必察”認知症ケア～ヘルプマンが岡山にやってくる『その人らしさ』探しにワクワク・ドキドキ～

講師：NPO 法人風の詩　副理事長　永島　徹　氏　

　人と人の関係は「察する」ことから始まる。必察の基礎となる力は内省力・想像力・伝達力の 3つである。

そして、生きる思いを大切にする 7つの必察がある。（真察、感察、粋察、関察、交察、動察、連察）

　毎日の介護の中では利用者中心と言いながらも、あれもこれもしなければならないことが多いなかついつ

いと、気がつくと自分の業務が中心になってしまいがち…「もう〜！くそ爺！」と心の中で叫んでいるとき

には、相手はもっと混乱している。どんな手法を使うときでも、ケアする人が余裕を持たなければ効果は出

ない。と述べられていました。利用者の方の人生の一片に関わらせてもらっている仕事をしている私たちは、

ここなら大丈夫、この人なら大丈夫と思われる仕事をしていたかと自分の仕事を改めて振り返りました。そ

して最後に本にサインを頂いて元気ももらいました。� （取材　岡山地区：安達）

平成 22 年 7 月 3 日（土）13:30 ～ 16:30　ジェイエイ岡山（ＪＡ岡山）にて一般研修を開催

一 般 研 修 会 報 告
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　「尊厳を支えるケア」の実践を図っていくため、専門職としての介護福祉士に必要な職業倫理の構築とチーム
ケアの発想や展開、さらには小チームリーダーに求められるリーダーシップのあり方等を学んでいくことを目
的に、一定の経験を有する介護福祉士を対象とした「ファーストステップ研修」が５月から行われています。
今回は半分の研修が終わったところで、感想などをインタビューしてみました。

ファーストステップ研修報告　その❷

半分終わったところですが、何

かしなければならないという思

いがフツフツと湧いてきていま

す。最後まで受けて具体的に、

見えてきたらうれしいです。

就職して８年目ですが、初心に

かえることができて新鮮な気持

ちになりました。また、いろん

な職場の人のアドバイスが聞け

て勉強になります

参加することによってどんな勉

強をしているのか仲間が興味を

示して来るので職場の中が前向

きな感じになっています。

（取材　岡山地区：安達）
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　施設実習指導者研修が各会場にて4日間行われました。津山会場、9月11日・12日・25日・

26日（美作大学）。岡山会場、10月2日・3日・16日・17日（旭川荘研修センターよしい川）。

　講師の方の「介護の基本」の講演から始まり、「実習指導について」、「指導方法」などの

研修と共に実技研修もあるというプログラムでした。

　4日間の研修でしたが、皆さん熱心に参加されていました。

〜成長できるチャンス〜

　介護福祉士養成実習施設実習指導者特別研修の受講通知

書が届きました。ある程度（？）歳をとっている私です。

　嬉しい気持と、4日間若い人達の中での研修についてい

くことが出来るか不安になりました。働きながら介護福祉

士をめざしていた日々を思い浮かべ、もう一度より深く、

自分を介護に導いて深く成長出来るチャンスを与えて下

さったと思いました。介護職を職に選んだ事を誇りに思っ

ています。
　介護職に対する現状の3Kは、感謝、感動、感激です。

　介護福祉士をめざす実習生に対し、安心して実習出来る

環境を整え、介護職員施設全体で実習生を温かく迎え入れ

る事が出来るように努力していきたいと思います。実習生、

及び利用者の方々に対する関わり方を学ぶことが出来、大

変プラスになりました。講師の諸先生方にあこがれ尊敬の

念を持ち、すごいなぁーと感動しました。今後は、研修で

得た事を役立てて、一人でも多く介護福祉をすばらしいや

りがいのある天職として希望を持ち実習に導くことが出来

る、実習指導員になれたらいいなあと思う私です。

介護老人保健施設　信愛苑　西尾　陽子

介護福祉士養成実習施設 実習指導者特別研修

ー今回は津山会場より受講生の声を聞いてみましたー
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〜指導力を身につけたい〜

　今回、私が所属している施設でも様々な実習生が実習に

来られます。日常業務に負担がかかりながらも、所属機関

及び、実習指導者の責任の範囲内で、出来る限り内容の濃

い実習を提供できるように努力していました。しかし自分

自身の知識不足と指導のあり方などが曖昧でいざ実習指導

をするとなると自分の指導はこれでよかったのか、充分な

指導ができていたのか不安になることがありました。また

指導者によって指導の仕方が異なり学生も戸惑ってしまう

ことがありました。今回の研修に参加することで実習指導

者に必要な専門的知識や指導方法が習得でき、他職員にも

同様に実習についての理解と指導方法について指導が出来

るようにしていきたいと思い、参加をさせて頂きました。

　今後は研修やテキストを参考にし自分自身の指導者観や

介護観を確認しながら実習指導の方向性をつかんでいき

たい。一人ひとりの実習生への指導経験を振り返り、検証

しながら研修経験を生かし指導力を更に身につけていきた

い。また研修で学んだことを他職員にも理解してもらいな

がら施設全体で実習指導に取り組んでいきたい。改めてこ

の研修を実習指導者としての出発点にし自分の知識の引き

出しが今以上に必要にもなってくるので様々な研修への参

加や自己学習を行い人材育成に努めていきたい思います。

社会福祉法人　淳風福祉会　山本真由美

（取材　美作地区：小林）
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午前の部　10：00 ～ 12：00
みんなの安心・自分の安心
～自己決定・自己責任～『成年後見制度の理解』
講師：岡山市社会福祉協議会 北区事務所建部分室 船場恵理子 氏

午後の部　13：00 ～ 15：30
“連携とは”
～あなたの立ち位置、私の立ち位置　勘違いしていませんか～
講師：ケアタウン総合研究所所長 研修コンサルタント 高室　成幸 氏

　午前中は、船場恵理子先生から法律行為を単独で行うことが困難な成年者を法律上で保護し、支援するための制度である

ことを図解とご自分の体験を交えて話をして下さいました。

　午後は、高室成幸先生が利用者支援には、各場面での連携が不可欠であることをテンポの良い口調で話されました。自分

がどの部分を担うのか明確にし、立場として知り得た情報は、提供し合い協働しなければ生きていく支援はできないと思い

を強めました。� （井笠地区：柿原　圭子）

　利用者さんを「主役」とすると、ご家族は「準主役」、私たちは「脇役」という内容から講義はスタートしました。利用

者さんの生活歴などは、子どもさんに確認する事が多いが、くわしく知っているのは子どもさんよりも、利用者さんの兄弟

姉妹である。情報収集の範囲を広げるべきとの話しがあり、さっそく私の施設でも取り入れたいと思いました。

　また、「連携における多様なケアチームへの情報交換の勘所」とし、相手が知りたいと思っているであろう情報を先に提

供し、その後で自分が知りたい内容を情報収集するべきと話されました。連携は自施設だけでなく、他施設や地域とのつな

がりにおいても重要です。今回学んだ事を、介護福祉士の専門性として生かしたいと思います。

� （高梁・総社地区：中井　　愛）

出　展　案　内

平成22年度（社）岡山県介護福祉士会 中堅職員研修会
日　　時   平成 22 年 10 月 18 日（月）10：00 ～ 15：30（9：30 より受付開始）

会　　場   岡山県総合福祉会館 4 階　大研修室／岡山市北区石関町 2-1　TEL.086-226-3501
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　昨年より開催しました、『介護の日』記念イベント“介護フェアー”。

　イトーヨーカドー前広場にて養成校学生によるアトラクション・介護相談等を催しました。

　今年は岡山県総合福祉会館１階大ホールにて昨年同様、福祉を学ぶ学生によるアトラクション、福祉用具等の展示、

そして『認知証』をテーマにしたシンポジウムを開催。

　介護従事者のみでなく、介護をされている方、介護を学ぶ学生、まだ介護に関わっていない方。それぞれの立場から

一緒に“介護”を考える日に、そして多くの方へ『介護の日』を知ってもらう為のイベントです。

平成21年度の様子

い い ひ  い い ひ

『介護の日』記念イベント“介護フェアー”開催！
11月11日は介護の日

平成22年11月7日（日）13：00〜16：00 ／岡山県総合福祉会館1階大ホール
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●日　時：平成22年12月19日（日）　10：00〜16：30

●会　場：学校法人中国学園　中国短期大学
　　　　　12号館　M301教室
　　　　　岡山市北区庭瀬83番地　
　　　　　TEL：086-293-1100

●参加費：会　員 2,000円
　　　　　学　生 1,000円
　　　　　一　般 5,000円

実践研究発表会
【助 言 者】 川崎医療短期大学　　　教授　岡　　京子　氏
 ㈳岡山県介護福祉士会　会長　神寳　誠子　氏

パネルディスカッション
【テ ー マ】 働きやすい職場環境を築くために
 　〜大規模・小規模それぞれの取り組み〜

【パネリスト】 社会福祉法人淳風福祉会　　　介護指導主任　冲中　純子　氏
 グループホームさくらそう　介護支援専門員　牧野　恵子　氏

【コーディネーター】 旭川荘厚生専門学院　　　　　　学院長代理　松本　好生　氏

自職場で活きる
実践研究発表

【介護】を一緒に
考えてみませんか

平成22年度（第８回）社団法人岡山県介護福祉士会 介護実践研究発表会開催！

No 発表者 勤務先 テーマ

1 南條美智代 特別養護老人ホーム奥津広済園 特別養護老人ホームでの看取りに対する家族の反応

2 水野　雄一 特別養護老人ホーム吉備高原賀陽荘 チームアプローチ～利用者の変化より見えてくるもの～

3 岡本　聡美 介護老人保険施設　信愛苑 御飯が食べたい！～気管切開・胃ろうの利用者の希望を受けて～ ( 予定 )

4 中上　裕子 藤田荘認知症対応型通所介護事業所 開設３年を振り返って～アンケート調査からみる顧客満足度～

　今年度より会費の納入方法にゆうちょ銀行からの自動払込を導入しております。12月
頃に自動払込のお手続きのご案内を送付させて頂きますので、ご確認頂き、ぜひご活用
下さいますよう、お願いいたします。
　また、通常通り振込用紙での納入方法も継続しておりますので、こちらもご利用下さい。
自動払込のお手続きを既に、お済みの会員様は、登録のゆうちょ銀行に継続会費9,000
円をご入金下さいますよう、どうぞよろしくお願いいたします。
　払込日は平成23年3月末です。

平成23年度社団法人岡山県介護福祉士会

継続会員会費納入についてお知らせ

※用紙は窓口でももらえます

自動払込 平成23年1月31日（月）までに お近くの郵便局窓口へ申込用紙※を提出

振 込 み 平成23年3月末までに振込み

又は
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介護技術講習指導者養成講習会を開催します
１．趣　　旨� �この『介護技術講習指導者養成講習会』では総合的な知識・技術等を身につけて頂き、介護技

術の向上、普及及び技術指導活動を行う岡山県介護福祉士会の技術指導の講師として活動して

頂ける方を養成することを目的にしております。

２．主　　催� 社団法人岡山県介護福祉士会

３．日　　時� 平成23年2月26日（土）・27日（日）

４．会　　場� 旭川荘厚生専門学院　よしい川キャンパス　実技室

� 岡山市東区西大寺浜610　TEL086-944-6911

５．定　　員� 約20名程度�

� ※8地区より各地区2名程度（岡山・倉敷はこれに限らない）

� ※�希望者多数の場合、現在、会の役員をしている、又は会の活動を協力している方を優先します

６．参加申込条件� ○日本介護福祉士会・岡山県介護福祉士会の会員であること

� ○介護技術が行われている職場で5年以上の勤務経験がある方

� ○介護福祉士会　地区部長推薦者であること

� ○講習会終了後、講師として活動ができ、尚且つ職場の理解が得られる方

７．日　　程� 平成23年2月26日（土）・27日（日）の2日間のスケジュール

2月26日（土） 2月27日（日）

� 9:00 受付・オリエンテーション � 9:00 受����付

� 9:15 講義・演習 介護過程の展開�（3） � 9:10 講義・演習 移動の介助等�（2）

12:15 昼食・休憩 11:10 講義・演習 食事の介助等�（1.5）

12:45 講義・演習 コミュニケーション技術�（1） 12:40 昼食・休憩

13:45 講義・演習 排泄の着脱の介助（1.5） 13:10 講義・演習 入浴の介助等�（1.5）

15:15 休　　憩 14:40 休　　憩

15:20 講義・演習 衣服の着脱の介助（1.5） 14:45 総合評価

16:50 終　　了 16:45 終　　了

８．参加申込方法�� ご登録地区事務局までお問合せ下さい。ご不明な場合は県事務局までお問合せ下さい。

９．参 加 費� 参加費　無料（登録料として27日講習会終了後1,000円徴収いたします）



平成 22年 11 月 らしんばん（19）

　入社2年目、仕事にも慣れ利用者の方とも楽しく接しています。私が担当したＩさんは、表情変化があまり
ない方でしたが、機嫌が良いと少し笑ったような表情になります。
　その表情が大好きで、仕事終わりには必ずふれあい、元気をもらっていました。そんなＩさんがある日、
体調を崩し、入院、亡くなりました。もっと支援できることがあったはずなのに・・・と後悔しました。Ｉ
さんには、利用者の方との「関わり」や「支援」の大切さを改めて教えて頂きました。この経験を忘れず、
これからも良い支援ができるように頑張りたいです。

真庭地区：福井　恵美子

　ある利用者様と話をすると必ず褒めてくださいます。その方の生活歴をみると決して穏やかに過ごしてこ
られた方ではないのですが、いつも「感謝」の気持ちを素直に口に出して言われています。ほめられると恥
ずかしい気持ちもありますが、ついついニヤけてしまうぐらい嬉しいですよね。他人の良いところや感謝の
気持ちを伝えるのは恥ずかしく、なかなか難しいですが、一言伝えることで他人を幸せな気持ちにさせるこ
とができるなんて、とても素敵なことだなぁと思います。私も「一日一褒め」を頑張っています。

東備地区：老人保健施設エスペランスわけ　角南　夕子

＝介護福祉の将来に思う＝
　訪問入浴介護に携わって12年余。多くの方との出会いそして別れ…利用者さんの身体の清潔、残存機能を
導き出し、活用は勿論のこと、介護にそそぐエネルギーの半分は、家族介護者の心のケアに充てるという福
祉のこころを貫いてきた。家族の健全な心身無くして在宅介護が成り立たないことは言うまでもない。老々
介護の現状と常に接する者として、福祉の将来のあり方を考えざるを得ない。団塊の世代が介護を担ってい
る人口構造の現在ですら何と入所待機者の多い事か。20年後の在宅介護崩壊と入所者施設の急増必須が目に
見えている。同時に施設介護者の養成と心技のレベルアップが求められる事になろう。
　介護職現役の皆さん、次代へ向けてのリーダーとしての自覚と研鑽の心をより高めていこう！

真庭地区：山谷　逸士

みんなの広場

～利用者さんから学んだこと・元気をもらったこと～

ほっとステーション①



岡山地区：匿名

平成 22年 11 月（20）らしんばん

安達　悦子� 土屋　教子

戸澤奈津子� 荻野　明弘

小林　貴子� 頓宮　美樹

中井　　愛� 小田上美保子

中濱　匡美� 山根　寿子

岡山県介護福祉士会
広報委員会

編 集 担 当投稿先は事務局まで

　当施設で今、頑張っていること・・・それは、「引っ越し」です。修繕を重ねながら使用してきた古い寮舎
が建つまでは、奥津へ引っ越しして、約1年半の「借りぐらし」ならぬ「仮ぐらし」です。荷物の移動、利
用者の移動、仮設寮舎での生活の工夫など、頭を悩ませる問題は山積みしていますが、利用者、職員ともに、
新寮舎での生活にわくわくしながら、準備に頑張っています。

美作地区：津山広済寮　匿名

　笑顔の相乗効果１！
　現在、ディサービスで行っている機能訓練。利用者様が黙々とこなしている姿を見て、「どうすれば皆様が
楽しく、意味のある機能訓練ができるだろうか・・・。」と職員みんなで考え、出た答えは、『夢☆叶うポイ
ントカード』制度をスタートすることでした。

『夢☆叶うポイントカード』とは、

身近で明確な個人目標（夢）を設定する。
↓

ポイントをためるために活動（機能訓練）に参加する。
↓

夢実現に必要なポイントがたまる。
↓

夢が叶う。

　まだ、スタートしたばかりなので、これからどんなことが起こるかわかりませんが、少しでも利用者様に
夢と楽しみを持っていただき笑顔になってもらえるように・・・、そして、その笑顔の相乗効果で、今まで
以上に利用者とともに成長できる・意欲のある職員の姿を目標にがんばっていこうと思います。

新見市社協中央ディサービスセンター　藤本奈津子

　一日の始まりは、あいさつから始まります。なので、気持ちの良いあいさつを心がけています。そして、
利用者さんとの関わりを大切にするために、一人一人に声かけをし、コミュニケーションを図るように頑張っ
ています。
　言語障害のある利用者さんとの関わりで声かけをし、果物などの絵を見ながら、一緒にその絵の名前を言っ
てもらい最初は、なかなか上手く言えないが、何度も言うなかで上手く言えた時、笑顔が見られとても嬉し
くなりました。これからも声かけをしていきたいと思います。

高梁・総社地区：藤田　恵

編集後記 ―――――――――――――――――――
　厳しい夏を乗りきって、過ごしやすい季節になりました。
　今回より、広報委員も新しいメンバーになりました。
　会員の皆様に楽しんでいただけるような広報誌にしたい
と思っています。皆さまからの情報をお待ちしています。

（安達）

みんなの広場

～今、がんばっていること～

ほっとステーション②


